
 1 

２
０
０
７
年
度 

第
２
回 

高
２
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
記
述
模
試 

 
国
語 
採
点
基
準 

東
進
コ
ン
テ
ン
ツ
本
部 

教
務
部 

国
語
科 

《
採
点
者
の
皆
様
へ
》 

１ 

厳
し
く
採
点
を
お
願
い
し
ま
す
が
、
受
験
生
の
意
図
を
汲
み
取
る
こ
と
に
留
意
し
て
下
さ
い
。 

２ 

採
点
の
際
は
、
必
ず
各
問
題
の
全
容
を
掌
握
し
て
お
い
て
下
さ
い
。 

 

《
全
問
題
共
通
の
ル
ー
ル
》 

表
記
に
関
し
て 

 

① 

解
答
欄
か
ら
は
み
出
た
答
案 

↓ 

０
点 

 

② 

文
章
が
途
中
で
終
わ
り
、
最
後
ま
で
書
か
れ
て
い
な
い
も
の 
↓ 

０
点 

 

③ 

誤
字 

↓ 

１
箇
所
に
つ
き
１
点
減
点
。 

 

た
だ
し
、
同
じ
漢
字
は
、
同
じ
大
問
で
１
度
の
み
の
減
点
と
す
る
。 

 

④ 

脱
字 

↓ 

１
箇
所
に
つ
き
１
点
減
点
。 

 
 
 

（「
行
う
」
「
行
な
う
」
な
ど
二
通
り
の
送
り
仮
名
は
認
め
る 

↓ 

減
点
な
し
） 

 
 
 

（
「
見
れ
る
」
な
ど
「
ら
ぬ
き
言
葉
」
と
「
笑
っ
て
る
」
な
ど
「
い
ぬ
き
言
葉
」
は
脱
字
扱
い
） 

※ 

③
④
は
誤
り
の
箇
所
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
こ
と
。 

 

⑤ 

記
述
問
題
に
お
け
る
文
末
の
「
。
」 

 
 

字
数
制
限
が
な
い
場
合 

↓ 

減
点
な
し 

 
 

字
数
制
限
が
あ
る
場
合 

 
 
 

（
１
） 

「
。
」
が
文
末
に
な
い
時 

↓ 

１
点
減
点 

（「
句
点
な
し
」
と
明
記
） 

 
 

（
２
） 

最
後
の
マ
ス
に
「
。
」
と
文
字
が
同
居
し
て
い
る
時 

↓ 

０
点 

（「
字
数
超
過
」
と
明
記
） 

 

⑥ 

字
数
制
限
の
あ
る
問
題
で
の
字
数
超
過 

↓ 

０
点 

（「
字
数
超
過
」
と
明
記
） 

 

⑦ 

四
十
一
字
以
上
の
字
数
制
限
問
題
に
お
け
る
字
数
不
足
。 

 
 

５
０
％
未
満
の
解
答 

↓ 

０
点 

（
５
０
％
以
上
の
解
答
が
採
点
対
象
） 

 

⑧ 

四
十
字
以
下
の
字
数
制
限
問
題
に
お
け
る
字
数
不
足 

↓ 

減
点
せ
ず
。 

 

⑨ 

主
語
・
述
語
の
不
備
。
文
末
不
備
な
ど
表
現
未
熟 

↓ 

１
点
減
点 

（「
表
現
未
熟
」「
文
末
不
適
」
と
明
記
）。 
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《
得
点
記
入
》 
① 
そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
を
記
入
。 

② 

減
点
が
あ
る
場
合
は
、
得
点
欄
の
上
に
そ
の
旨
を
記
入
。 

 

《
記
述
答
案
の
採
点
法
》 

① 

得
点
の
対
象
と
な
る
部
分
に
傍
線
を
引
く
。 

② 

配
点
要
素
を
満
た
し
て
い
る
場
合 

↓ 

○
を
つ
け
得
点
を
記
入
。 

③ 

配
点
は
あ
る
が
、
不
完
全
な
場
合 

↓ 

△
を
つ
け
得
点
を
記
入
。 

④ 

減
点
は
欄
外
に
記
入
。 

⑤ 

間
違
い
で
０
点
の
部
分
に
は
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
必
ず
何
ら
か
の
採
点
し
た
印
を
付
し
て
下
さ
い
。
未
記
入
の 

ま
ま
残
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
下
さ
い
。 

 

（
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
点
） 

（
正
解
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
不
憫
に
感
じ
た
。 

 
 

（
４
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
例
１
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
気
に
か
け
た
。 

 

（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 

[

表
現
未
熟]-1

 

（
主
語
が
抜
け
て
い
る
） 

 
 

（
例
２
） 

か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を 

不
憫
に
感
じ
た
。 

 
 
 

（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

△
１ 

 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 

（
例
３
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
、
不
憫
に
思
っ
た
。 

 
 
 
 

（
３
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
２
×
（
誤
字-1

） 
 
 

（
例
４
） 

男
は
、
か
わ
い
ら
し
い
と
感
じ
た
女
性
を
、
不
瓶
に
感
じ
た
。  

（
３
点
） 

  
 

（
例
５
） 

女
は
不
愉
快
に
感
じ
、
男
を
意
図
的
に
無
視
し
た
。
×
ま
た
は
斜
線
を
付
す
。 
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一
（
現
代
文
） 

採
点
基
準
（
合
計
＝
４
０
点
） 

 

問
一 
各
１
点 

 

（
解
答
通
り
） 

 

ア 

特
異 

 
 

イ 

確
執 

 
 

ウ 

衰
弱 

 

エ 

駆
動 

 
 

オ 

面
倒 

 

問
二 

４
点 

（
解
答
通
り
） 

 

激
し
く
動
揺
す
る 

 
 

・
「
強
風
に
煽
ら
れ
る
」
は
比
喩
表
現
な
の
で
不
可
。 

 

問
三 

４
点 

（
模
範
解
答
例
） 

 

▽ 
 
 
 
 
 

★ 
 

家
族
の
行
動
が 

あ
ら
た
な
配
置
へ
と
移
行
す
る
（
過
程
） 

 

※ 

字
数
不
問
。 

※ 

文
末
は
「
過
程
」
に
つ
な
が
ら
な
い
形
は
マ
イ
ナ
ス
２
点
と
す
る
。 

 

★
必
須
条
件
（
こ
れ
が
で
き
て
３
点
） 

・
「
別
の
（
新
ら
し
い
）
所
へ
移
動
す
る
」
と
い
う
骨
組
み
が
出
来
て
い
る
こ
と
。 

・
だ
か
ら
「
別
の
状
況
へ
と
変
化
す
る
」
な
ど
も
可
。「
配
置
場
所
を
変
え
る
」
な
ど
も
許
容
。 

（
追
）
「
破
綻
」
「
パ
ン
ク
」「
お
か
し
く
な
る
」
な
ど
は
一
具
体
例
に
す
ぎ
な
い
か
ら
×
。 

↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

▽
で
き
て
１
点
。 

・
「
家
族
の
行
動
」
と
い
う
意
味
内
容
の
み
加
点
す
る
。 

・
「
介
護
」
と
し
た
も
の
は
０
点
。 
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問
四 

（
ⅰ
）
４
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

▽ 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 
 

自
然
的
な
過
程
で
あ
り
、
死
へ
の
待
機
の
時
期
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

※ 

文
末
表
現
は
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末
不
適
」
と
明

記
。 

 

★
必
須
条
件
。（
２
点
） 

・
「
死
」
へ
の
言
及
が
な
い
も
の
は
×
。 

・
「
待
機
」
「
待
つ
」
な
ど
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。
（
「
死
ぬ
時
期
」
な
ど
） 

 

↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

▽ 

２
点
。 

・
「
自
然
」
に
類
す
る
言
葉
が
あ
れ
ば
可
。（
追
）
（
「
普
通
」
「
通
常
」「
だ
れ
に
も
」
な
ど
） 
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（
ⅱ
） 

４
点 

（
解
答
通
り
） 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

▽
１ 

 

世
話
を
す
る
側
か
ら
し
て
も
、 

 

★ 介
護
は
普
通
の
人
に
普
通
に
訪
れ
る
も
の
で
、 

 

▽
２ 

 

取
り
組
む
べ
き
「
課
題
」
な
の
だ
と
す
る
考
え
。 

 

※ 

二
十
五
字
以
下
０
点
。 

※ 

文
末
表
現
は
「
考
え
」
が
望
ま
し
い
が
名
詞
止
め
と
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点

と
し
、
「
文
末
不
適
」
と
明
記
す
る
こ
と
。 

 

★
必
須
条
件
。（
２
点
） 

「
介
護
は
ご
く
自
然
に
訪
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
こ
と
が
必
須
条
件
。 

・
「
当
然
」
「
普
通
」
「
平
常
」
「
自
然
」
「
当
た
り
前
」
な
ど
可
。 

 

↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

（
訂
正
） 

▽
１ 

▽
２ 

１
＋
１
点
。 

▽
１ 

（
１
点
） 

「
世
話
す
る
側
が･

･･

取
り
組
む
べ
き
『
課
題
』
」
と
い
う
骨
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

・ 

「
介
護
側
」
「
家
族
」
も
可
。
そ
れ
に
類
す
る
語
が
な
い
場
合
は
０
点
。 

▽
２ 

（
１
点
） 

・
（
追
）
「
取
り
組
む
べ
き
課
題
」
に
類
す
る
語
が
あ
る
こ
と
。
な
い
場
合
は
０
点
。 

 

問
五 

４
点 

ウ 

解
答
通
り
。 
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問
六 

５
点 
（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 
 

成
長
す
る
も
の
や
新
た
に
生
ま
れ
る
も
の
を
是
と
し
、 

 

Ｂ 
 

「
老
い
」
な
ど
衰
え
る
も
の
を
非
と
す
る
観
念
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

※ 

文
末
は
「
観
念
」
が
望
ま
し
い
が
、
名
詞
止
め
と
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
と

し
、
「
文
末
不
適
」
と
明
示
す
る
こ
と
。 

 

（
訂
正
） 

Ａ
３
点
Ｂ
２
点
と
す
る
。 

 

Ａ
の
要
素
（
３
点
）
部
分
点
は
与
え
な
い
。 

「
成
長
す
る
」「
新
し
い
も
の
」
を
「
是
」
と
す
る
と
い
う
骨
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

・
「
成
長
す
る
」
か
「
新
た
に
生
ま
れ
る
」「
新
し
い
生
命
」
な
ど
は
ど
ち
ら
か
一
方
が
あ
れ
ば
可
と
す
る
。 

・ 

「
是
」
「
肯
定
」
（
追
）
「
重
要
視
」
な
ど
が
不
可
欠
。 

・ 

（
追
）
「
生
産
」
「
成
長
」
の
組
み
合
わ
せ
も
可
。 

 

Ｂ
の
要
素
（
２
点
）
部
分
点
は
与
え
な
い
。 

「
衰
え
る
も
の
を
非
と
す
る
」
と
い
う
骨
組
み
が
で
き
て
い
る
こ
と
。 

・
「
衰
え
る
」「
老
い
」
の
ど
ち
ら
か
の
要
素
が
あ
れ
ば
可
。
同
様
の
表
現
も
可
。「
衰
弱
」
な
ど 

・
「
非
」
「
否
定
」
な
ど
が
不
可
欠
。 

 

（
追
）
そ
の
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン 

 

「
成
長
す
る
も
の
や
あ
ら
た
に
生
ま
れ
る
も
の
の
た
め
に
「
老
い
」
に
ふ
た
を
す
る
」
と
い
う
内
容
は
是
非
が
明
確

な
の
で
、
○
と
す
る
。
同
様
の
回
答
が
あ
っ
た
ら
、
是
非
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
判
断
す
る
。 
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問
七 

１
０
点 
（
模
範
解
答
例
） 

  

以
前
は 
Ａ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 

農
林
水
産
業
や
自
営
業
な
ど
が
多
く
、 

 

一
生
仕
事
が
あ
っ
た
の
だ
が
、 

  

現
在
は 

Ｃ 
 
 
 
 
 

平
均
寿
命
が
延
び
た
う
え
に
、 

 
 
 
 
 

Ｄ 
 
 
 
 
 

多
数
が
勤
務
と
い
う
引
退
の
あ
る
就
労
を
し
て
い
て
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

★ 
 
 

そ
の
人
た
ち
が
定
年
を
む
か
え
て
ど
う
過
ご
す
か
と
い
う
モ
デ
ル
の
な
い
ま
ま
長
い
年
金
生
活
に
入
っ
た
こ
と
。 

 

※ 

六
十
字
以
下
は
０
点
。 

※ 

文
末
表
現
は
名
詞
止
め
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
し
「
文
末
不
適
」
と
明

示
す
る
こ
と
。 

 

「
以
前
は･

･･

、
現
在
は･

･･

」
と
い
う
対
比
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
４
点
マ
イ
ナ
ス
と
す
る
。 

 

★
必
須
条
件
（
３
点
） 

「
定
年
」
を
む
か
え
て
「
長
い
年
金
生
活
に
入
っ
た
」
と
い
う
骨
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。（
２
点
を
与
え
る
） 

・
「
長
い
」
と
い
う
要
素
が
な
い
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
と
す
る
。 

・
「
モ
デ
ル
が
な
い
」
「
考
え
な
い
ま
ま
」
「
計
画
せ
ず
に
」
な
ど
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
１
点
を
加
点
す
る
。 

 

↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

Ｄ
の
要
素
（
２
点
） 

・
「
引
退
の
あ
る
就
労
（
仕
事
）
を
し
て
い
る
」
と
い
う
要
素
が
で
き
て
２
点
を
与
え
る
。 

 

Ｃ
の
要
素
（
２
点
） 

「
寿
命
が
延
び
た
」
「
長
生
き
に
な
っ
た
」
と
い
う
要
素
で
２
点
を
与
え
る
。 

 

Ｂ
の
要
素
（
２
点
） 

「
一
生
仕
事
が
あ
っ
た
」
「
引
退
が
な
か
っ
た
」
な
ど
の
要
素
で
２
点
を
与
え
る
。 

 

Ａ
の
要
素
（
１
点
） 

「
農
林
水
産
業
」
「
自
営
業
」
の
ど
ち
ら
か
で
も
可
。 
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二 

古
文 

３
０
点 

 

問
一 
２
点 

 

口
惜
し
け
れ 

（
解
答
通
り
） 

 

問
二 

２
点 

（
模
範
解
答
例
） 
す
ぐ
れ
た 

楽
器
の
奏
者
（
演
奏
者
・
管
弦
の
奏
者
・
楽
器
の
奏
者
） 

 

傍
線
部
が
出
来
て
得
点
を
与
え
る
。 

・
「
す
ぐ
れ
た
」
が
誤
訳
さ
れ
て
い
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

問
三 

各
３
点 

 
 
 

－ 
 

Ａ 
 
 

－ 

Ｂ
－ 

 

－
Ｃ
－ 
－ 

 
 

★ 
 
 
 

－ 
 

Ｂ 

ど
の
あ
た
り
が
、
後
世
に 

そ
の
調
べ
が 

残
っ
て
お
り
ま
し
ょ
う
か
。 

 
 

★
必
須
。
反
語
用
法
で
あ
る
。 

・
丁
寧
語
の
部
分
が
な
い
も
の
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

・
疑
問
文
の
訳
は
×
。
（
「
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
） 

 ↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
各
１
点
の
減
点
法
。 

 

Ａ 

「
ど
の
あ
た
り
が
」
「
ど
こ
が
」
と
い
う
場
所
を
示
す
疑
問
詞
の
訳
。
１
点
を
与
え
る
。 

Ｂ 

「
後
世
」「
将
来
」
な
ど
の
訳
が
必
要
。
１
点
を
与
え
る
。 

Ｃ 

「
調
べ
」
は
「
曲
」
「
演
奏
」
「
音
色
」
「
音
楽
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 Ａ 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 

Ｃ 

と
て
も 

し
み
じ
み
心
を
打
つ
も
の 

で
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

Ａ
Ｂ
Ｃ
各
１
点
。 

 
 
 
 
 

Ａ
「
い
み
じ
く
」
が
「
と
て
も
」
の
意
に
な
っ
て
い
る
。
「
す
ば
ら
し
く
」
も
可
。
１
点
。 

  
 
 

Ｂ
「
あ
は
れ
な
る
」
は
、
「
（
し
み
じ
み
と
）
心
を
打
つ
」
「
（
し
み
じ
み
と
）
心
に
し
み
る
」
と
い
う
訳
に
な

っ
て
い
て
、
１
点
。
「
感
動
的
」
も
可
。 

  
 
 

Ｃ
「
な
り
」
は
断
定
の
助
動
詞
な
の
で
「
で
あ
る
」「
だ
」
と
訳
し
て
あ
れ
ば
、
１
点
を
与
え
る
が
、
丁
寧
語

の
意
味
を
添
え
て
「
で
す
」
が
本
当
は
ベ
ス
ト
。 

 



 9 

 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
Ｅ 
ま
た 

つ
き
あ
い
に
く
く
も 

 
 

あ
る
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

つ
き
あ
い
に
く
い
人
で
も 

  

Ａ
の
要
素
。 

「
つ
き
あ
い
に
く
い
」
「
気
づ
ま
り
す
る
」
の
意
味
の
訳
出
で
２
点
与
え
る
。 

  

Ｂ
の
要
素 

 

推
量
用
法
の
訳
「
だ
ろ
う
」
が
あ
っ
て
１
点
加
点
。
丁
寧
語
が
本
当
は
ベ
ス
ト
な
の
は
先
程
と
同
様
。 

 

問
四 

２
点 

 

上
東
門
院 

 

解
答
通
り 

 

問
五 

３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 
 
 

▽ 
 

★ 

（
模
範
解
答
例
） 

漢
字
を 

全
く 

書
か
な
い
様
子
。 

 

※ 

字
数
不
問
。 

※ 

文
末
は
「
様
子
」
が
望
ま
し
い
が
、
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
そ
れ
以
外
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
で
「
文
末

未
熟
」
と
明
記
。 

 

★
必
須
条
件
。（
２
点
） 

「
漢
字
を
書
か
な
い
」
と
い
う
骨
組
み
で
あ
る
こ
と
。 

・
「
文
字
」
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

▽
１
点
。 

・
「
全
く
」
「
で
さ
え
」
な
ど
否
定
語
を
強
調
し
て
い
れ
ば
１
点
を
与
え
る
。 
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問
六 

２
点 

 
 
 
 
 
 
 

▽ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 

（
模
範
解
答
例
）
紫
式
部
が
親
し
く
し
て
い
た 

同
僚
（
の
女
房
） 

 

★
必
須
条
件
。
１
点 

「
同
輩
」
「
同
じ
女
房
」
な
ど
も
可
。 

 

↓ 

★
で
得
点
が
あ
っ
た
も
の
の
み
こ
の
先
の
採
点
に
進
む
。 

 

▽
「
紫
式
部
が
」
「
親
し
く
し
て
い
た
」
で
１
点
。 

・
「
作
者
が
」
は
×
で
０
点
。 

・
「
仲
が
よ
い
」
「
交
際
相
手
の
」
は
可
。 

・
「
接
し
て
い
た
」
は
抽
象
的
で
０
点
。 

  

問
七 

２
点 

 

紫
式
部 

 

解
答
通
り 

 

問
八 

各
１
点 

解
答
通
り 

  

ａ 

物
語
や
あ
る 

 

ｃ 

め
で
た
く
思
ひ
な
が
ら 

 

ｄ 

な
つ
か
し
く
仕
へ
け
る
ほ
ど
の
こ
と
も 

 

ｅ 

い
み
じ
く
あ
り
し 

（
別
解
）
い
み
じ
か
り
し 

 

問
九 

完
答
２
点 

解
答
通
り 

 

① 

上
東
門
院 

 

② 

大
齋
院 

 

問
十 

２
点 

 

解
答
通
り 

 

あ
る
め
る 

 

（
追
）
「
あ
る
め
り
」
も
正
解
と
す
る
。
（
問
題
が
不
備
な
た
め
） 
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三 

漢
文 

２
０
点 
問
一 
２
点 

５ 
 

解
答
通
り 

 

問
二 

２
点 
４ 

 

解
答
通
り 

 

問
三 

 

（
ⅰ
） 

３
点 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
を 

ど
の
よ
う
な
方
法
で 

採
用
す
べ
き
か
。 

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
各
１
点
と
す
る
。 

 

Ａ
は
目
的
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

Ｂ
は
「
ど
う
や
っ
て
」
な
ど
手
段
・
方
法
を
問
う
訳
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

Ｃ
は
「
採
用
」
「
登
用
」
な
ど
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
「
べ
き
」
は
意
味
が
通
れ
ば
ど
ん
な
訳
で
も
可
。 

 
 
 

文
末
は
疑
問
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 

（
ⅱ
） 

２
点 

４ 
 

解
答
通
り 
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（
ⅲ
） 

６
点 
（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ 
 

誠
実
な
性
格
の
者
を
登
用
す
る
こ
と
を
第
一
と
し
、 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 

そ
の
う
え
で
そ
の
者
の
発
言
や
行
動
を
比
較
し
て 

 

Ｃ 
 

能
力
が
あ
る
こ
と
を
判
断
し
て 

 

登
用
す
る
方
法
。 

 

※ 

三
十
字
以
下
は
０
点
。 

※ 

文
末
は
「
方
法
」
が
望
ま
し
い
が
、
名
詞
止
め
に
な
っ
て
い
れ
ば
可
。
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点

で
、
「
文
末
不
適
」
と
記
す
こ
と
。 

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
要
素
各
２
点
。 

Ａ
の
要
素
。
（
１
点
＋
１
点
） 

「
誠
実
な
者
を
登
用
す
る
」
と
い
う
骨
組
み
に
な
っ
て
い
て
、
（
こ
こ
ま
で
で
１
点
を
与
え
る
） 

（
追
）
「
忠
義
心
が
厚
い
」
は
Ｏ
Ｋ
。 

（
追
）
「
忠
信
重
厚
」
と
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
は
、
「
…
者
・
人
」
と
な
っ
て
い
れ
ば
可
と
す
る
。
そ
う
で
な
く
、

人
間
と
わ
か
ら
な
い
も
の
は
×
。 

「
第
一
」
の
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
が
最
優
先
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
（
こ
れ
で
さ
ら
に
１
点
） 

 

Ｂ
の
要
素
。
（
２
点
） 

「
発
言
や
行
動
を
比
較
し
て
」
の
内
容
が
あ
る
こ
と
。「
発
言
」
「
行
動
」
は
片
方
で
可
。
「
言
動
」
も
可
。 

・
「
比
較
」
は
「
吟
味
」
「
精
査
」
な
ど
調
べ
る
・
比
較
す
る
要
素
で
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｃ
の
要
素
。
（
２
点
） 

「
能
力
の
判
断
を
す
る
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

・ 

「
能
力
の
確
認
」
「
職
務
遂
行
能
力
が
あ
る
か
」
「
仕
事
が
こ
な
せ
る
か
」
な
ど
も
可
。 

・ 

（
追
）
「
知
能
の
あ
る
者
」
は
具
体
性
が
な
い
の
で
×
と
す
る
。 

 

問
四 

３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 

も
っ
て
ほ
う
と
な
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 

 

★
必
須
条
件
。（
３
点
） 

そ
れ
以
外
は
★
で
得
た
３
点
か
ら
減
点
す
る
。
１
箇
所
の
誤
り
は
２
点
マ
イ
ナ
す
と
す
る
。
２
箇
所
間
違
い
で
０
点
。 

 

問
五 

２
点 

２ 
 

解
答
通
り 
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四 
国
語
全
般 

１
０
点 

（
各
２
点
） 

 

す
べ
て
解
答
通
り 

  

１ 

議
定
書 

 
 

２ 

参
議
院 

 

３ 

探
査 

 

４ 

緊
張 

 

５ 

癒 


